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講　師：亀井 善太郎 氏 PHP 総研主席研究員 立教大学大学院
21 世紀社会デザイン研究科特任教授

慶應義塾大学経済学部卒業。日本興業銀行、ボストンコンサル
ティンググループ、衆議院議員等を経て現職。内閣官房行政改
革推進本部歳出改革ＷＧ委員はじめ、総務省、文部科学省、外
務省等で、政策立案と評価を中心に政府の各種会議体に参画。
ＮＰＯ法人アジア教育友好協会理事（山岳少数民族教育支援）。

図 1 実務家・有識者との対話（全 17 回）

図 2 せめぎあいの時代には楕円型社会を

これからの社会や経済、政治のあり方について多角的に検討を進
めるため、2018 年 5 月に鹿島平和研究所と PHP 総研によって「新
時代ビジョン研究会」を立ち上げた。

実務者・有識者と研究会メンバー計 24 人による対話 ( 図 1) を重
ねた。日本は「せめぎあい」の時代の真っ只中にある。「せめぎあ
い」とは、1 グローバル化と国家の台頭、2 工業化とデジタル化、
3 新たなテクノロジーの積極活用とリスク社会化、4 ヒエラルキー
とネットワーク ( タテとヨコ ) である。米中新冷戦や AI 活用、デ
ジタル格差、ソーシャルメディア 普及など、社会体制の揺らぎと
新技術の台頭等によって、影響されるが、せめぎあう要素がぶつか
りあい、どちらに進むかわからない。時代のシナリオにうまく乗る
対応ではなく、自分自身の意志と行動によって未来の姿、大きく言
えば人類文明の姿が変わりうる、という自覚が必要ではないか。

具体的な行動では、既存の延長線の対応では成り立たない。
PDCA をくるくる回す時間軸も圧倒的に加速し、朝令暮改すら当た
り前かもしれない。

これまでの日本における東京に代表される一極集中の社会に代
わり、複数の中心を持つ楕円型社会をつくっていくことが重要とな
る ( 図 2)。すなわちローカル・企業・教育といった「場」を起点とし
たネットワーク型の関係性を創出する付加価値戦略が求められる。

テーマ：日本の新時代ビジョン～「せめぎあいの時代」を生き
抜く楕円型社会へ
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